
編

印

(題字:舎沢伯石先生書)

発 行平 成 8 年 9 月 5 日

発行所大洗町 役場
干311-13茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275

智大洗(267)5111間

企 画課

富士オフセット印刷鮒

宮水戸 (231)424l(代)

集

刷

去
る
8
月
3
日
に
逝
去
さ
れ
た
、
大

洗
町
名
誉
町
民
、
大
洗
町
長
竹
内
宏
氏

の
町
葬
が
8
月
初
日
(
月
)
午
後
2
時

か
ら
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
し
め
や
か

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

葬
儀
に
は
、
橋
本
昌
知
事
を
は
じ
め

国
会
、
県
議
会
議
員
、
運
輸
省
、
科
学

技
術
庁
、
県
内
市
町
村
、
町
議
会
議
員
、

町
公
職
者
の
ほ
か
、
各
種
団
体
、
県
内

外
の
関
係
者
、
町
民
な
ど

1
、
8
0
0

人
が
会
葬
し
、
最
後
の
別
れ
を
惜
し
み

ま
し
た
。

葬
儀
の
時
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
大

勢
の
人
達
の
記
帳
の
列
が
途
切
れ
な
く

続
き
、
式
場
内
は
満
席
。
式
場
に
入
り

き
れ
な
い
方
々
の
た
め
に
、
別
室
に
モ

ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

定
刻
の

2
時
、
小
谷
隆
亮
葬
儀
委
員

長
の
胸
に
抱
か
れ
た
ご
遺
骨
、
ご
遺
族

が
入
場
し
祭
壇
に
ご
遺
骨
を
安
置
。
葬

儀
に
先
立
ち
叙
位
・
叙
勲
の
伝
達
、
名

誉
町
民
称
号
の
授
与
の
後
、
祭
壇
に
奉

呈
さ
れ
ま
し
た
。

高
野
勇
瀬
収
入
役
の
関
式
の
辞
で
葬

儀
に
入
り
、
故
人
の
ご
笠
(
福
を
祈
る
参

会
者
の
黙
躍
の
あ
と
、
昭
和
白
年
同
月

に
大
洗
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
8
回
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
L

で
の
歓
迎

の
こ
と
ば
が
、
故
人
の
生
前
の
声
と
し

て
場
内
に
流
れ
、
続
い
て
小
谷
隆
亮
葬

儀
委
員
長
が
遺
影
を
前
に
、
「
必
歳
の

若
き
で
町
長
に
就
任
以
来
、

5
期
四
年

間
つ
ね
に
清
廉
潔
白
な
性
格
と
強
固
な

信
念
で
町
政
運
営
を
行
い
、
大
洗
港
の

整
備
を
図
り
北
海
道
室
蘭
、
苫
小
牧
と

の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
、
大
洗
鹿
島

線
の
開
通
の
実
現
な
ど
数
多
く
の
業
績

を
残
さ
れ
た
」
と
故
人
の
偉
業
を
た
た

え
た
式
辞
を
述
べ
、
続
き
、
小
松
崎
七

郎
葬
儀
副
委
員
長
の
追
悼
の
辞
、
弔
辞

で
は
、
橋
本
昌
県
知
事
を
は
じ
め
額
賀

福
志
郎
衆
議
院
議
員
、
中
川
秀
直
科
学

技
術
庁
長
官
、
川
嶋
運
輸
省
第
2
港
湾

建
設
局
長
、
回
山
東
湖
県
議
会
議
員
、

県
町
村
会
長
、
郡
町
村
会
長
、
室
蘭
市

惨
献
花
を
す
る
会
葬
者

長
、
友
人
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
故
人
の
輝

か
し
い
業
績
や
人
柄
を
偲
ぶ
追
悼
の
こ

と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
各
界
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
多
数
の
弔
電
の
披
露
‘
一
献
花
と
続

き
、
葬
儀
委
員
長
、
遺
族
代
表
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
ご
遺
骨
を
見
送
り
参
会

者
一
同
最
後
の
お
別
れ
を
し
、
町
葬
を

閉
じ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ

iv 

大
洗
師
長
故
竹
内
宏
践
に

従
五
億
勲
四
等
輔
霊
聾

大
洗
関
名
品
伸
一
間
関
称
号

大
洗
町
長
故
竹
内
宏
氏
は
、
地
一
万
大

洗
町
の
小
中
学
校
を
経
て
、
茨
城
県
立

第
一
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
磯
浜
漁
業

協
同
組
合
に
就
職
し
、
そ
の
後
同
組
合

の
参
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
と
共
に
昭

和
必
年
地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ
て
大
洗

町
議
会
議
員
に
当
選
、
以
後
連
続
2
期

7
年
の
議
会
経
験
を
生
か
し
、
昭
和
日

年
大
洗
町
長
選
挙
に
出
馬
。
初
当
選
さ

れ
、
以
来
平
成
8
年
8
月
3
日
に
現
職

で
死
亡
さ
れ
る
ま
で
連
続
5
期
四
年
の

昭
和
泊
年
3
月

昭
和
白
年
1
月
1
昭
和
田
年
同
月

昭
和
品
年
日
月
1
昭
和
田
年
目
月

昭
和
日
年
目
月
i
平
成
8
年
8
月

永
き
に
わ
た
り
町
長
職
を
歴
任
し
、
清

廉
潔
白
か
つ
志
操
堅
固
性
格
に
し
て
、

優
れ
た
才
能
と
卓
越
し
た
指
導
カ
、
実

行
力
を
も
っ
て
地
方
自
治
並
び
に
町
政

の
振
興
と
発
展
に
一
命
を
投
じ
て
尽
力

さ
れ
た
ご
功
績
に
対
し
勲
四
等
端
宏
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

8
月
却
日
に
開
催
さ
れ
た
大

洗
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
全
会
一
致

を
も
っ
て
大
洗
町
名
誉
町
民
に
選
定
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
日
年
ロ
月
i
平
成
8
年
8
月

昭
和
田
年
ロ
月
j
平
成
8
年
8
月

昭
和
臼
年
ロ
月
j
平
成
8
年
8
月

昭
和
田
年
ロ
月
1
平
成
8
年
8
月

昭
和
田
年
ロ
月
1
平
成
8
年
8
月

昭
和
日
年
6
月
1
平
成
8
年
8
月

昭
和
田
年
8
月
i
平
成
8
年
8
月

昭
和
田
年
9
月
1
平
成
8
年
8
月

昭
和
白
年
目
月
i
平
成
8
年
8
月

平
成
元
年
5
月
1
平
成
7
年
5
月

平
成
3
年
9
月
i
平
成
7
年
5
月

平
成
3
年
5
月
1
平
成
8
年
8
月

平
成
4
年
四
月
1
平
成
8
年
8
月

平
成
6
年
6
月
i
平
成
8
年
8
月

茨
城
県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校
卒
業

磯
浜
漁
業
協
同
組
合
職
員

大
洗
町
議
会
議
員

(
2
期
)

大
洗
町
長

(
5期
)

※
任
期
途
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
に
よ
り
死
去

茨
城
県
原
子
力
審
議
会
委
員

茨
城
県
東
海
地
区
環
境
放
射
線
監
視
委

員
会
委
員

制
茨
城
原
子
力
協
議
会
理
事

茨
城
県
港
湾
協
会
会
長
等

大
洗
・
旭
・
水
戸
環
境
衛
生
受
口
組
合
長

茨
城
県
地
方
港
湾
審
議
会
委
員

茨
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

茨
城
県
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
協
議
会
委

員
長

那
珂
久
惑
流
域
下
水
道
整
備
推
進
協
議

会
委
員

東
茨
城
郡
町
村
会
会
長

茨
城
県
町
村
会
政
務
調
査
会
会
長

全
国
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常

任
理
事
等

茨
城
き
ら
め
き
リ
ゾ
ー
ト
構
想
推
進
協

議
会
副
会
長

茨
城
県
水
戸
地
区
交
通
安
全
協
議
会

顧
問



(2) 第297号t~ らあおお平成8年9月5日

町営プール完成&昭和55年 7月

&昭和63年|日月 全国豊かな海づくり大会で

歓迎のあいさつ(紀宮様ご臨席)

「敬老の臼」で長寿を祝いに

(前町長加藤清さん)

&平成 5年 9月

hv
平
成

7
年

橋
本
知
事
と

町長室で(祝町小学校の児童たちと)ふ昭和54年

初登庁必昭和53年12月

大洗文化センター完成&昭和57年 6月

h
v

平
成
元
年

9
月

町

立

第

2
保
育
所

の
子
ど
も
た
ち
と

町民あげての大掃除で&昭和56年 6月

皇太子殿下本県産業状況視察のお迎え

伺
平
成
3
年

7
R
俳
優
の
森
繁
久
鵡
さ
ん

が
愛
船
メ
イ
キ
ツ
ズ
回
世
号
で
寄
港

A 昭和61年 9月

A平成5年デーブ大久保後援会(元読売

巨人軍大久保博元選手)励ます集いで
A平成4年 7月 大洗マリーナ

オープンであいさつ
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昭
和
弘
年

昭
和
田
年

昭
和
田
年

目
立
H
U
ウ

4
ロ「

同
手
5
占

l

昭
和
田
年

昭
和
田
年

昭
和
的
年

ロコ
H
U
1
ょロド
l

両
手
6
直
l

昭
和
白
年

ロ
ヨ
円
U

つd
戸
「

口
問
玉

1
6
f

平
成
元
年

平
成
2
年

平
成
3
年

平
成
4
年

平
成
5
年

平
成
6
年

平
成
7
年

平
成
8
年

大
賞
小
学
校
体
育
館
完
成

海
門
橋
無
料
化

老
人
慈
の
家
無
料
化

大
洗
港
「
重
要
港
湾
」
に
指
定
さ
れ
る

大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成

町
営
火
葬
場
完
成

役
場
昼
休
み
業
務
の
開
始

町
営
プ

l
ル
オ
ー
プ
ン

(
5
0
m
競
泳
プ

l
ル
)

第
1
中
学
校
柔
剣
道
場
、
グ
ラ
ン
ド
夜
間
照
明
施
設
完
成

福
祉
パ
ス
運
行
開
始

大
洗
子
供
の
由
水
族
館
新
館
完
成

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
海
水
浴
場
と
し
て
開
設

図
書
案
オ
ー
プ
ン
(
中
央
公
民
館
内
)

大
洗
・
旭
・
常
澄
(
現
水
戸
)
環
境
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場
完
成

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

(
4
面
)

大
洗
町
民
憲
章
「
町
の
花
、
木
、
烏
」
制
定

町
営
前
原
住
宅
完
成

(
1
0
4
戸
)

大
洗
鹿
島
線
開
通

大
洗
1
北
海
道
(
室
蘭
、
苫
小
牧
)
間
に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航

町
営
東
浜
住
宅
完
成

(
2
4
戸
)

南
中
学
校
体
育
館
改
修
工
事
完
成

大
洗
海
浜
公
園
、
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

l
オ
ー
プ
ン

県
道
水
一
円
鉾
回
佐
原
線
(
都
市
計
画
道
路
「
大
洗
夏
海
線
」
)
開
通

「第
8
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
大
洗
で
開
催

大
洗
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館
完
成

公
共
下
水
道
事
業
着
工

町
役
場
付
属
庁
舎
、
大
洗
町
商
工
会
館
完
成

大
洗
魚
つ
り
園
オ
ー
プ
ン

第
3
次
大
洗
町
総
合
計
画
「
潮
風
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
」
策
定

町
総
合
運
動
公
園
野
球
場
オ
ー
プ
ン

大
洗
・
旭
・
常
澄
(
現
水
戸
)
環
境
衛
生
組
合
ご
み
処
理
施
設
完
成

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト

特
養
ホ

l
ム
「
ひ
ぬ
ま
苑
」
で
の
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始

大
洗
サ
ン
ビ

I
チ
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

大
洗
マ
リ

l
ナ
オ
ー
プ
ン

大
洗
マ
リ
l
ナ
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン

大
洗
i
室
蘭
航
路
、
大
洗
i
苫
小
牧
航
路
、
週
6
便
体
制
と
な
る

町
営
斎
場
完
成

町
制
胡
周
年
記
念
事
業
開
催

県
道
大
洗
・
友
部
線
「
成
田
バ
イ
パ
ス
」
開
通

第
1
中
学
校
体
育
館
完
成

超
高
速
貨
物
船
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
実
験
船
「
飛
調
」
入
港

大
洗
港
第
4
埠
頭
完
成
に
伴
う
豪
華
客
船
「
ふ
じ
丸
」
入
港

公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

待
望
の
「
温
泉
」
が
湧
出

大
洗
港
第
4
埠
頭
に
磯
節
踊
り
子
の
像
が
完
成

大
洗
・
旭
・
水
戸
環
境
衛
生
組
合
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
着
工

大
洗
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
完
成



らあ

口 飲料水・水筒
一人 1日3i)が回安。 2-3日は自力で生活
すること在考えて。

口 食 料 晶
缶づめ・ビスケット・チョコレート・インスタントラーメン
(赤ちゃんのいる家庭は、粉ミルク・ほ乳びんなども)。

口 医 薬 ロむコロ
消毒薬、傷薬、胃腸薬、脱脂綿、ばんそっこ
う、包帯など。

口 貴 重 晶
現金のほか、預金通帳や印鑑など。電話用 I~
10円玉も用意。

口 へんメット・防災すきん
洛下物から頭を保護するものをすぐに取り出
せる所に。

口 手 袋
ガレキの撤去や救助 I~、軍手など厚手のもの
を用意。

臼 マッチーライター
湿気やガス切れに注意。防水マッチなども市
販されている。

口 ロ ウ ソ ク 濡れないようにピ二 ル袋に入れて保管する。

巴 懐中需灯 夜間、すぐ手が届くところにも置いておく。

口 フ ジ オ
情報収集I~欠かせない。懐中電灯と一体型の
ものもある。

口 乾電池予備 ラジオや懐中電灯に使用するものを多めに。

口 衣 類
セーター・ジャンパー・下着など。雨具やタ
オルも用意。

口 毛 布
寝袋や、体温を逃さないサパイパJレシ 卜な|
ども重宝。

口 ナイフ・缶切り 十徳ナイフなどの多機能ナイフが便利。

平成8年9F.l5日L市おお

非常持ち出し袋チェッタ項関

平
穏
な
日
常
生
活
を
突
然
襲
う
大

地
震
。
そ
の
発
生
を
事
前
に
予
測
す

る
こ
と
は
閤
難
で
す
。
し
か
し
、
地

震
が
起
き
た
と
き
に
一
人
一
人
が
適

切
な
行
動
を
と
る
こ
と
で
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

る
は
ず
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

落
ち
着
い
て
行
動
す
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
震
災
に
対
す
る
心
構
え

と
備
え
を
万
全
に
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
旗
で
「
惜
別
災
会
議
」
を
開
Z
う

大
地
震
の
際
、
あ
わ
て
ず
に
行
動
で

き
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
次
の
こ
と
を

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
で
ど
ん
な
所
が
安
全
か

②
非
常
持
ち
出
し
袋
に
何
を
入
れ
、
ど

こ
に
置
く
か

③
避
難
す
る
と
き
、

出
す
か

④
火
元
を
だ
れ
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
か

⑤
消
化
器
、
救
急
臣
薬
品
、
非
常
食
な

ど
を
だ
れ
が
点
検
し
て
お
く
か

⑥
一
避
難
路
や
最
終
的
な
避
難
場
所
、
連

絡
方
法
を
ど
、
つ
す
る
か

こ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
家
族
の

役
割
分
担
を
含
め
て
考
え
て
お
き
ま

す
。
避
難
路
や
避
難
場
所
は
地
域
ご
と

に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
確
認
を
か

ね
て
一
度
は
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
昼
の
場
合
と
夜
の
場
合
、
職
場
や

学
校
な
ど
、
家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
い
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、
確
実

に
連
絡
し
合
え
る
方
法
を
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
自
分
の
血
液
型
や
避
難
場

所
、
親
戚
・
知
人
の
連
絡
先
な
ど
を
書

い
た
「
避
難
カ

l
ド
」
を
家
族
全
員
で

携
帯
す
る
の
も
一
案
で
す
。

だ
れ
が
何
を
持
ち

図これらは一般的な非常持ち出し品の目安であり、中身や量は家族で話し

合って工夫する。持ち運び、はリュックサックタイプの背負える袋で。

重量は、男性て"15kg以下、女性て''10kg以下となるように。

豊富家族に病人、妊婦、赤ちゃんがいる場合は、担当医などに相談し、必要

なものを用意。

関このほか、飛び散ったガラスによるケガを防くため、寝室などにも厚手

のスリッパや運動ぐつをあらかじめ備えておく。

幽子どもには常に、氏名・血液型・連絡先(住所・電話番号・避難場所)・

保護者名・学校名などを記したものを身に付けさせておく。
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融
関
鶴
野

騒
音
党
各

①
畠
調
の
安
全
を
守
る

揺
れ
を
一
感
じ
た
ら
、
机
や
テ
ー

ブ
ル
の
下
に
身
を
隠
し
、
身
近
な

座
ぶ
と
ん
な
ど
で
頭
部
を
保
護
し

ま
す
。
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
脱
出

口
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
切
。
す

ぐ
に
戸
外
に
飛
び
出
す
と
、
瓦
や

ガ
ラ
ス
、
外
壁
な
ど
が
落
ち
て
く

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し

レみ、「ノ。
⑫
火
災
克
也
関
ぐ

使
用
中
の
ガ
ス
器
具
、
電
気
製

品
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
直
ち

に
消
す
こ
と
。
万
一
火
が
出
た

ら
、
あ
わ
て
ず
に
消
化
器
な
ど
で

ボ
ヤ
の
う
ち
に
消
し
止
め
ま
す
。

手
に
余
る
よ
、
つ
な
ら
大
声
で
近
所

の
人
に
応
援
を
求
め
ま
し
ょ
、
70

浴
槽
に
水
を
た
め
て
お
け
ば
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

一
(
⑮
速
や
か
本
避
難

¥
員
魁
惨
山
町
Y
刊
J

一
掃

mJ

『
対
』
d
湖
、
内

γ
-
9幅
噌

f
関
ド
輝

H
仏
地
P
削
世
齢

、
ト

M
b知
的
視
捕
時
《
品
強

『

t
e
創
立
目
別
・
‘
e
M

式
4
・

避
難
は
徒
歩
が
原
則
的
。
事
は
渋

滞
を
引
き
起
こ
し
、
消
火
・
救
援

一
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
自
宅

を
離
れ
る
と
き
は
電
気
の
ブ
レ
ー

カ
l
を
切
り
、
ガ
ス
の
一
万
栓
を
関

め
て
い
く
こ
と
。
崩
れ
や
す
く
な

っ
て
い
る
が
け
や
川
べ
り
、
高
い

…
塀
や
建
物
に
は
近
よ
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
津
波
や
土
砂
崩
れ
の

…
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
速
や
か
に

一
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

雌
加
と
由
国
⑫
フ
明
グ
ー
ジ
タ
タ
ー

融
開
大
講
麗
ま
つ
り
鵜
L
L
藷
央
大
会

路
大
洗
夏
ま
つ
り

の
一
つ
、
海
上
花
火

大
会
が
、
去
る
7
月

幻
臼
(
土
)
大
洗
サ

ン
ビ

i
チ
海
岸
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し

た

こ
れ
は
、
海
水
浴

客
や
町
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
大
洗
の
ま
つ

り
実
行
委
員
会
が
主
催
。
花
火
打
ち
上

げ
に
は
、
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
た
大

会
当
日
、
大
勢
の
観
光
客
や
町
民
の
皆

さ
ん
が
浜
辺
や
海
か
ら
、
夏
の
夜
空
に

咲
く
花
火
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
7
時
却
分
、
尺
玉
2
発
に
よ
る

「
躍
進
犬
洗
町

l
n世
紀
へ
光
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
音
と
光

の
共
演
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

協
賛
企
業
に
よ
る
尺
玉
や
ス
タ
!
?

イ
ン
・
野
村
花
火
工
業
側
提
供
の
創
造

花
火

7
魚
。
型
花
火
・
ぷ
ア
型
花
火
・

夕
日
星
」
な
ど
、

3
、
0
0
0発
が

次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
、
見
物
客
の
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
ス
タ
!
?
イ
ン

「
サ
ン
ビ

l
チ
海
岸
を
彩
る
火
の
芸

術
」
で
は
、
夜
空
を
大
き
な
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
紫
、
縁
な
ど
色
彩
の
豊
か
な
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
光
と
音
の
祭
典
に

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

ム口
、V
4
8

ヨ
由
緒
…
氏
伊
⑫

す 小 猫

I OO'"'-'300mmフログラムオート

萩 直樹

〔評〕きょとんとした猫の表情

が、大胆な中 心 に 置 い た 構 図 取

りによって、さらに印象的に見

えます。表現にあった構図が成

功しています。(萩谷茂)

V サイロ

28'"'-'80mmド5.6オート

松野洋

日平〕北海道の特徴的な風景です

が、北海道の広大な大地の広がりと

奥行きがうまく表現されています。

(萩谷茂)

お
お

ら

勝

山

美
選

歌
は
、
清
ら
か
な
の
が
い
い
。
そ

れ
は
、
き
れ
い
ご
と
を
詠
え
と
い
う

の
で
は
な
い
。
う
た
う
こ
と
の
内
容

は
な
ん
で
あ
っ
て
も
、
出
来
上
っ
た

一
首
の
歌
は
、
背
後
に
透
明
な
空

間
が
感
じ
ら
れ
る
の
が
い
い
。
私
の

好
き
な
上
回
三
四
二
の
一
言
葉
で
あ

る。磯
節
の
心
を
込
め
て
踊
り
娘
の
像
は

建
ち
た
り
浜
辺
に
近
く

蔵

前

鴨

川

靖

〔
評
〕
マ
リ
ン
・
タ
ワ

l
近
く
の
海

岸
辺
近
く
に
磯
節
を
セ
ン
サ
ー
仕
掛

け
で
唄
う
娘
の
像
が
あ
る
。
踊
り
娘

の
石
像
が
立
っ
て
い
る
。
近
づ
く
と

心
込
め
た
磯
節
が
き
け
る
と
い
う
の

だ
。
早
速
、
私
も
行
っ
て
み
た
。
是

非
お
す
す
め
し
た
い
。

助
手
席
に
乗
り
て
初
め
て
気
づ
き
た

り
海
門
橋
の
西
の
筑
波
嶺

成

田

小

野

恵

子

(
評
〕
橋
上
の
遮
る
も
の
の
な
い
景

観
は
、
格
別
の
も
の
で
あ
る
。
と
り

わ
け
タ
茜
の
筑
波
は
運
転
す
る
も
の

に
と
っ
て
見
定
め
難
い
。
作
者
の
気

持
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
い
い
歌
で

あ
る
。

移
植
し
て
株
数
増
え
る
楽
し
み
を
今

朝
の
自
覚
め
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
草

大
賞
新
町
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
主
観
は
出
て
い
る
が
成
功
し

て
い
る
。
朝
々
の
目
覚
め
に
先
ず
ホ

ト
ト
ギ
ス
草
が
頭
に
浮
ぶ
と
い
う
の

だ
。
人
生
は
何
か
か
に
思
い
を
置
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら

れ
る
。

~
朝
夕
に
飯
食
ふ
度
に
忘
れ
じ
な
」

亡
夫
を
思
え
る
ひ
と
り
の
タ
嗣

祝

町

河

内

み

よ

〔
評
〕
斉
昭
公
の
有
名
な
歌
で
あ

る
。
作
者
の
御
、
五
人
は
食
事
の
時
に

い
つ
も
口
ず
さ
ま
れ
た
と
云
う
。
現

代
の
若
者
達
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
だ
。

スモス
-

コ

夕
顔
の
大
輪
の
花
咲
く
ご
と
し
篠
山

の
上
の
鷺
の
む
ら
が
り

〔
評
〕
夕
ぐ
れ
ど
き
の
白
鷺
の
舞
う

姿
は
ま
さ
に
天
女
の
よ
、
つ
で
あ
る
。

実
際
を
捉
え
た
歌
と
し
優
れ
て
い
る
。

菩
の
名
と
同
じ
郵
便
局
あ
り
て
親
し

さ
覚
ゆ
遠
く
旅
に
来
て

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
遠
く
旅
に
来
て
自
分
の
名
と

同
じ
看
板
と
は
。
誰
で
も
奇
遇
に
似

た
親
し
み
を
ト
覚
え
る
も
の
だ
。

ご

み

放
置
し
た
る
芥
雑
草
を
朝
顔
は
お
ほ

ひ
隠
し
て
花
を
つ
け
た
り

新

町

宮

部

政

勝

〔
評
〕
見
た
ま
ま
を
率
直
に
詠
ん
だ

歌
。
何
で
も
な
い
と
忠
わ
れ
る
と
こ

ろ
に
発
見
が
あ
る
。
之
か
ら
も
詠
み

続
け
て
欲
し
い
。

石
け
り
の
遊
び
し
て
い
し
童
等
の
ひ

よ
M何

+iv
一
札
制
》

と
り
ふ
た
り
滅
り
し
て
川
面
昏
れ
ゆ
く

祝

町

古

川

和

〔
評
〕
夕
べ
川
原
に
遊
ぶ
子
供
達
の

姿
を
あ
ま
す
な
く
巧
み
に
捉
え
て
佳

作。現
代
の
世
は
ど
ん
ど
ん
買
っ
て
ポ
イ
捨

て
る
や
が
て
親
を
も
使
い
捨
て
か
な

歳

前

田

山

佳

風

〔
評
〕
こ
の
作
者
も
時
事
詠
を
得
意

と
す
る
。
穏
や
か
で
な
い
現
実
で
あ
る
。

針
飲
み
し
魚
の
恐
怖
を
宥
め
得
る
竿

の
柔
軟
さ
わ
れ
に
も
欲
し
き

堀

割

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
釣
り
上
げ
ら
れ
た
魚
の
運

命
、
そ
の
魚
自
身
に
な
っ
て
一
首
を

よ
み
上
げ
て
い
る
。
「
竿
の
柔
軟
さ
」

と
捉
え
た
と
こ
ろ
が
よ
い
。

朝
時
ぎ
る
左
手
を
右
の
掌
が
撫
づ
る

亡
夫
の
仕
革
の
タ
ベ
還
り
来

桜
道
照
沼
と
よ
子

〔
評
〕
麻
療
の
為
に
動
か
な
い
腕
、

そ
の
右
手
を
撫
で
て
い
る
亡
夫
を
じ

っ
と
見
て
い
る
作
者
。
年
月
を
経
て

も
、
ふ
と
夕
べ
の
ひ
と
と
き
想
い
起

さ
れ
る
と
い
う
の
だ
。
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(4) 

開
制
ピ
ー
チ
、
パ
レ
i
h
大
洗

大
洗
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
何
ビ

ー
チ
パ
レ

l
h大
洗
(
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

キ
ッ
ト
第
2
戦
)
が
サ
ン
ビ
ー
チ
海
岸

で
、
去
る
、

7
月
幻
日

-m日
の
2
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
7
回
目
を
迎
え
た
今
大
会
に

は
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
高
校
生
や

大
学
生
、
一
般
の
ク
ラ
ブ
チ

i
ム
な
ど

男
女
合
わ
せ
て
1
7
6
チ
l
ム
(
一
般

参
加
の
男
子
1
1
6チ
l
ム
と
女
子
印

チ
ー
ム
)
に
加
え
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
キ

ッ
ト
に
参
戦
中
の

8
チ
l
ム
も
加
わ

り
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、

A
・
B
・
C
-
D
の
各

ゾ
l
ン
に
わ
か
れ
た
一
般
参
加
チ
l
ム

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
休
み
に
は
「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
と
称
し
、
参
加
選
手
や
ス
タ
ッ
フ

一
同
で
会
場
や
そ
の
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

を
実
施
。

一
一
日
目
は
、
一
日
目
の
残
り
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
の
あ
と
、
各
ゾ

i
ン
を
勝

ち
抜
い
た
4
チ
l
ム
と
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

キ
ッ
ト
に
参
戦
中
の
4
チ
i
ム
に
よ
る

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
汗
と

砂
に
ま
み
れ
な
が
ら
好
ゲ
ー
ム
を
展

開
。
今
年
は
一
回
戦
か
ら
早
く
も
一
進

年
金
桂
昌
川
凶
器
舟
翠

j
基
礎
年
金
番
号

第297号

事いす鏡賜車を
寄 贈

塁豪華麗動車工業

l
b
〉
d

h

k

J

l

A

W

¥
古
田
方

秀
司
持
組
マ

M
a
w
p番

平
成
自
年
1
尽
か
ら
年
金
子
様
の

Q
U
4札
l
a
{
I
4

金

i
p
入
品
者
Y
l
l
智
p''X臥
W
V罰
d
a勘
信

十

番
号
が
、
公
的
年
金
各
制
度
に
共
通
一
号
盟
署
員
静
出
什
崩
騨
騨
礎

-
i
d
q
u
U
4
A
V
-
-
基

す
る
「
基
礎
年
金
番
号
」
と
な
り
、

年
金
加
入
者
に
と
っ
て
便
利
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
基
礎
年
金
番
号
」
に
つ
い
て
Q
S
A
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
は
、
す
べ
て

の
公
的
年
金
に
共
通
し
て
使

用
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
加
入
し
て
い

る
年
金
の
制
度
が
変
わ
っ
て
も
同
一

の
番
号
で
記
録
の
整
理
、
手
続
き
、

照
会
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
届
出
を
忘
れ
て
い
る
人
に
行
政

側
か
ら
個
別
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
年
金
の
加

入
状
況
の
お
知
ら
せ
や
、
見
込
み
額

通
知
な
ど
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
、
つ
に
な
り
ま
す
。

調
時
過
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
問

覇
監
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

輯
司
開
醐
年
金
関
係
の
情
報
に
つ
い
て

盟
即
臨
は
次
の
よ
う
な
徹
底
し
た
対

策
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
年
金
関
係
の
個
人
情
報
は
、
「
個

人
情
報
保
護
法
」
に
よ
り
保
有
目

的
以
外
の
利
用
提
供
が
制
限
さ
れ

る
と
と
も
に
、
情
報
は
本
人
か
ら

の
請
求
が
あ
り
、
確
認
で
き
た
場

合
の
み
提
供
し
ま
す
。

②
情
報
管
理
に
当
た
っ
て
は
、

I
D

カ
l
ド
に
よ
る
電
算
室
へ
の
入
退

去
宍
デ
l
タ
ア
ク
セ
ス
の
限
定
な

ど
、
徹
底
し
た
管
理
を
行
い
ま
す
。

③
万
て
悪
用
さ
れ
て
本
人
が
不
利

益
を
受
け
た
と
き
は
一
定
の
手
続

き
に
よ
り
、
基
礎
年
金
番
号
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

込
0
0叩
0
0
γ
o
T
oぬ
6
0叩
0
0柳

00ωooToω00蜘

0
0物
0
0ゆ
o
o
T
0
7

0

ザ
ロ
月
中
に
一
人
一
人
に
基
礎
年
時

恥
金
番
号
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
中

和
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
他
人
に
気
や
↑

付
す
く
教
え
な
い
よ
う
に
し
て
下
村

咋
さ
い
。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
市

中
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
咋

ゆ
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
時

4
1
T
o
w
oの
め

6
0
T
O
T
O
Y
A
b
o
T
O
的。。
T
oす
ふ
0
0拘

6
4
0
H

基
礎
年
金
番
号
田
昌
A

基
礎
年
金
番
号
っ
て
何
で
す

カ現
涯
の
厚
生
年
金
保
険
や
、

国
民
年
金
の
年
金
手
帳
の
記

号
番
号
と
同
様
、
加
入
記
録
の
整

理
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き
に
使
用

す
る
番
号
で
す
。

開
開
講
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
る

隈
融
監
の
で
す
か
。

覇
司
輔
今
は
厚
生
年
金
保
険
、
国
民

醸
邸
髄
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
の
各

制
度
ご
と
に
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

の
番
号
が
付
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

同
一
の
番
号
に
し
て
、
加
入
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
図
り
ま
す
。
厚
生
年
金

保
険
と
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
自
分
の
番

号
が
そ
の
ま
ま
基
礎
年
金
一
番
号
に
な

り
ま
す
。
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
に
は
、
新
た
に
基
礎
年
金
番
号

が
付
け
ら
れ
ま
す
。

問
時
轟
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
仕
組

輯
齢
臨
み
に
す
る
の
で
す
か
。

輔
粗
嘩
た
と
え
ば
A
さ
ん
が
サ
ラ
リ

騨
概
融
!
?
ン
刊
厚
生
年
金
保
険
か

ら
自
営
業
日
由
民
年
金
に
転
職
等
で

変
わ
っ
た
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
A

さ
ん
は
住
所
地
の
市
区
町
村
に
国
民

年
金
の
加
入
居
を
す
る
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

A

さ
ん
は
実
際
よ
り
低
い
年
金
額
に
な

っ
た
り
、
あ
る
い
は
最
悪
の
場
合
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
す
。
行
政
の
側
で
は
把

握
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
う
し
た
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
基
礎
年
金
番

号
は
必
要
な
の
で
す
。

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
す
か
。

三
菱
自
動
車
工
業
(
本
社
東
京
都
港

区
、
木
村
雄
宗
社
長
)
は
5
月
幻
日
j

m日
に
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
行
わ
れ

た
、
「
第
加
回
三
菱
ギ
ャ
ラ
ン
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
」
の
開
催
地
で
あ
る
大
洗
町
に

車
い
す
仕
様
の
軽
自
動
車
ミ
ニ
カ
・
ト

ッ
ポ
を
一
台
寄
贈
。
却
臼
に
役
場
玄
関

前
で
納
車
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
同

社
を
代
表
し
て
茨
城
三
菱
自
動
車
販
売

の
島
樟
孝
一
朗
社
長
が
「
福
祉
事
業
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
竹
内
町
長
に

カ
ギ
を
手
渡
し
、
車
い
す
の
乗
車
の
仕

方
な
ど
を
説
明
。

こ
れ
に
対
し
竹
内
町
長
は
「
体
の
不

自
由
な
人
た
ち
に
と
っ
て
強
力
な
グ
助

っ
人
。
に
な
り
ま
す
。
大
変
あ
り
が
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
車
は
大
洗
町
会
社
福
祉
協
議
会

で
初
め
て
の
率
い
す
使
用
車
と
な
り
、

体
の
不
自
由
な
方
々
の
。
足
8

と
な
っ

て
活
躍
す
る
こ
と
で
し
ょ
、
フ
。

ま
た
、
支
援
隊
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
カ
ヌ

i
作
り
に
挑
戦
。
隊
員
ら

は
、
「
自
分
た
ち
で
出
来
る
か
な
し

と
、
真
剣
な
面
持
ち
。
慣
れ
な
い
手
付

き
な
が
ら
、
ボ
ン
ド
や
ド
ラ
イ
バ
ー
を

使
っ
て
カ
ヌ
i
作
り
に
挑
戦
、
み
ご
と

に
完
成
し
た
カ
ヌ

i
に
隊
員
た
ち
は
大

喜
ぴ
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
は
全
長
4
・
8
m
、
全
幅
0
・

8
m
の
木
製
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
l
。

そ
の
後
カ
ヌ
ー
は
、
進
水
式
を
行
な

い
9
月
中
旬
に
、
那
珂
川
中
流
、
茂
木

町
で
行
な
わ
れ
る
第
4
回
活
動
(
山
つ

子
体
験
)
で
本
格
的
な
使
用
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
自
然
体
験
活
動
を
行

っ
て
い
る
「
ア
イ
ア
ン
キ
ツ
ズ
ク
ラ
ブ

(
少
年
海
賊
隊
)
」
品
名
が
、
去
る
、

7
月
日
日
町
中
央
公
民
館
で
、
高
校
生

会
や
支
援
隊
と
一
緒
に
海
賊
染
め
の
パ

ン
ダ
ナ
と
カ
ヌ

l
作
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。白

い
ハ
ン
カ
チ
に
割
り
ば
し
と
輪
ゴ

ム
で
グ
し
ぽ
り
。
を
作
り
、
カ
ジ
メ
や

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
・
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
や
ガ
マ

ス
ミ
な
ど
、
海
濠
や
草
花
の
染
料
で
染

色
す
れ
ば
海
賊
染
め
の
出
来
上
が
り
。

隊
員
た
ち
は
カ
ラ
フ
ル
な
パ
ン
ダ
ナ
を

手
に
、
海
賊
隊
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
各
自

身
に
着
け
て
活
動
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
退
の
好
試
合
が
展
開
さ
れ
、
強
烈
な

ス
パ
イ
ク
が
砂
場
に
決
ま
る
た
び
に
、

会
場
に
集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、
盛
ん
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

t~ 

俊 介 ー 根 本 博 光

開j

らあ

で

融

輪
開
関
西
大
洗
子
、
ど
も
金
球
技
大
金

町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
(
鈴
木
久
ジ
ボ
!
ル
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雄
会
長
)
で
は
、

8
月
4
B
町
総
合
運
ま
た
、
試
合
前
に
は
前
日
急
逝
さ
れ
た

動
公
園
を
会
場
に
第
四
回
の
球
技
大
会
竹
内
町
長
の
ご
冥
福
を
祈
り
全
員
が
黙

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

躍

を

さ

さ

げ

ま

し

た

。

こ
の
大
会
は
、
各
地
区
の
子
ど
も
達
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
交
通
と
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
行
わ
れ
ま
し

た
猛
暑
の
中
で
練
習
を
重
ね
て
き
た
男

女
叫
チ
i
ム
約
5
0
0名
が
参
加
し
、

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
は
ド
ツ

〈女子〉

く男子〉

おお

去
る
、

8
月
日
日
「
大
洗
の
夏
ま
つ

り
」
の
一
環
と
し
て
、
第
口
回
ク
ル
ー

ザ
i
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
M
艇
(
約
1
0

0
名
)
が
参
加
し
、
サ
ン
ビ
ー
チ
沖
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
レ

i
ス
は
、
ク
ル
ー
ザ
|
(
大

型
)
ク
ラ
ス
、
レ
ー
サ
ー
(
一
人
乗

り
)
ク
ラ
ス
の
2
種
目
に
分
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
候
、
晴
れ
。
風
速
は
7

i
M
m
/秒
。
波
高
2
・
5
m
の
絶
好

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
各
ヨ
ッ

ト
は
優
勝
目
指
し
、
で
き
る
限
り
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
、
ホ
ッ
ト
な
レ

i
ス

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

レ
ー
サ
ー
ク
ラ
ス
(
総
合
優
勝
)

艇
名
マ

l
ク
ウ
ィ
ス
(
パ
ル
テ
ィ
ッ

ク
お
)
オ
ー
ナ
ー
小
沢
忠
孝

ク
ル

l
ザ
l
ク
ラ
ス
(
総
合
優
勝
)

艇
名
ヒ
ミ
コ
・
グ
レ
イ
ス
(
パ
イ
オ
ニ

ア
叩

H
)
オ
ー
ナ
ー
川
崎
貢

7
丹
田
自
海
め
一
一
罰
金
日

潜
湾
功
労
者
2
名
が
表
彰

薫さん

小沼清治さん

努力賞

永 町

つばめ・はまざ(.松の木

髭釜

夏 海

努力賞

新町

祝町

髭釜

東光台

鏑木

第
二
港
湾
建
設
局
管
内
功
労
者
表
彰

式
が
、
三
官
署
合
同
の
開
催
で
、
去
る

7
月

m
E
横
浜
市
「
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
港
湾
業
務
に
貢
献
し
、
そ

の
功
績
の
顕
著
な
個
人
及
ぴ
団
体
に
対

し
て
表
彰
状
も
し
く
は
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
、
大
洗
町
か
ら
鏑
木
薫
さ
ん
(
大

洗

町

磯

浜

町

1
0
1
7番
地
、
ロ

歳
)
、
小
沼
清
治
さ
ん
(
大
洗
町
大
貫

町
3
6
6番
地
、
出
歳
)
の
2
名
が
第

二
港
湾
建
設
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た

こ
れ
は
、
海
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

の
一
般
協
力
者
の
奉
仕
活
動
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
海
浜
及
び
そ
の
周

辺
の
清
掃
美
化
に
取
り
組
ん
だ
功
績
に

対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
錦
木
さ

ん
、
小
沼
さ
ん
は
大
洗
港
湾
区
域
内
の

清
捕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
洗
は
、
観
光
地
と
し
て
年
間
を
通

じ
て
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に

伴
い
ゴ
ミ
の
最
も
増
大
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
一
人
一
人
が
気

を
つ
け
て
、
ゴ
ミ
の
処
理
に
も
気
を
配

り
、
町
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

優秀賞

境 坪 ・ 仲 坪

一二丁自・押町・金沢，通町

議前・上中宿・南北清水

東光台

優 秀 賞

永 町

一二H 仲町・釦足・通町

明神町

き〈ら・新町・青い鳥・舟渡

@ソフトボールの部

| 最俊秀賞

Aブロック i境 坪 ・ 仲 坪

8ブロック|つばめ・はまざ〈田松の木

Cブロック|蔵前・上中宿・南北清水

Dブロック|夏海

@ドッジボーJレの部

最優秀賞

新町

祝田I
明神町

さくら・新町・青い鳥・舟渡

平成8年9月5日
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大
洗
港
と
北
海
道
苫
小
牧
港
を
結
ぶ

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
た
こ
と
を
契

機
に
始
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
野

球
交
流
会
が
、
去
る

8
月

6
日
か
ら

8

日
ま
で
の

3
日
間
北
海
道
苫
小
牧
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
毎
年
交
互
に
派
遣

歓
迎
を
重
ね
友
情
を
深
め
て
今
年
で
ロ

t~ 

回
目
。
大
同
紀
一
本
部
長
を
団
長
に
一

行

ω名
が

6
日
千
歳
空
港
に
到
着
。

早
々
に
苫
小
牧
市
に
向
か
い
、
市
長
を

表
敬
訪
問
し
た
後
、
歓
迎
式
に
出
席
、

翌
日
試
合
を
行
、
7
地
一
万
代
表
の
糸
井
イ

l
グ
ル
ス
と
昨
年
大
洗
を
訪
れ
た
と
き

わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
団
員
達
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

おお第297号(5) 

翌
7
日
、
糸
井
イ

l
グ
ル
ス
と
親
善

試
合
2
試
合
を
行
い
、
惜
し
く
も
勝
利

は
地
元
に
譲
り
ま
し
た
が
、
昼
食
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
や
交
歓
会

で
は
た
く
さ
ん
の
友
達
と
の
出
会
い
の

ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
お
別
れ
会
で
は
メ

l
ッ
セ

l
ジ
や
名
前
を
書
い
た
ボ

l
ル
を
交

換
、
再
会
を
約
束
、
名
残
を
惜
し
み
つ

つ
苫
小
牧
港
よ
り
フ
ェ
リ
ー
で
無
事
帰

町
し
ま
し
た
。
親
善
訪
問
の
大
役
を
果

た
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し

た

瞬静つ事りつJIIージンタ
「主主んみらわ~みとJ~

体 験 ク ー ジ ン グ

大
洗
港
振
興
協
会
主
催
に
よ
る
、
フ

ェ
リ
ー
体
験
ク
ル
!
ジ
ン
グ
が
去
る
7

月

m
mに
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
ブ
ル

l
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
イ

ン
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
み
と
」
に
、
町

内
の
中
学
1
年
生

2
5
0名
と
一
般
公

募
者
、
振
興
協
会
招
待
客
を
含
む
約
6

0
0名
の
方
々
が
乗
船
し
て
ク
ル

l
ジ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

乗
船
を
前
に
、
大
洗
港
埠
頭
で
午
前

9
時
か
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
港
振

興
協
会
会
長
の
竹
内
町
長
が
挨
拶
。
続

大洗町では、子ども達がエネルギー原子力など科学について、実物や模型を通じて

楽しく遊びながら学べる参加体験裂の「こども科学館」を開催します。みなさん、

そろってお出かけ下さい/

期間平成日年日月14日出-16日開)

( 3日間)

午前10時~午後 4跨

い
て
、
一
中
・
南
中
の
生
徒
代
表
か
ら

町
長
と
齢
長
に
花
束
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
み
と
し
の
堀
川

武
船
長
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、

陸
上
自
衛
隊
勝
田
駐
屯
場
マ

l
チ
ン
グ

バ
ン
ド
の
バ
ン
ド
演
奏
で
花
を
添
え
、

招
待
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗

船
、
午
前
日
時
鹿
島
沖
を
め
ざ
し
出
港

し
ま
し
た
。

こ
の

B
は
、
海
も
穏
や
か
で
陸
地
な

ど
を
眺
め
な
が
ら
快
適
な
ク
ル

i
ジ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大洗町総合運動公園体育館

無料

町企画課企267-5111(内線227)

会 場

入場料

問合せ先間時

ハイビジョンの世界を体験してみ

よう。

.，新しいテレビ厳議申告鳴をじっくり誌犠

しよう。

鰻輔 関関t鞍賓開墾濁鶴輸

議燥なメガネをかげると、重摘が

みん抵の歯に菊びだしてくるよ。

@薪話回アニメーション威歯1J'置法で譲し

めるよ。ぜひ見てね。

「
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
油
断
し

て
は
い
け
な
い
」
の
が
、

0
1
1
5
7

等
の
大
腸
菌
感
染
症
。
県
で
は
そ
の
正

し
い
理
解
・
啓
発
を
図
る
た
め
電
話
相

談
窓
口
(
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
)
を
設
置
し

ま
し
た
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

イ
チ
ゴ
1
ナ
ナ
ゼ
ロ

⑧
電
話
番
号

2
2
1
1
1
5
7
0

@
受
付
時
間
平
日
、

9
一∞
1
口
一
∞

⑧
設
置
期
間
平
成
8
年
8
月
9
日
か

ら
当
分
の
開

※

0
1
1
5
7を
含
む
大
腸
菌
感
染
症

に
関
す
る
健
康
相
談
は
、
水
戸
保
健
所

(宮

2
4
1
1
0
1
0
0
)
で
も
行
っ

て
い
ま
す
。

麟曹謹事鱒轄盤間盟麟輸

首1鼠I主体畿でき拡い薗心さ。 3語の
宇もまto宇もいろいろ選べるよ。

@醤古7尚町議議トランポU:::.で&る「丘、

わふわスベースシャトルj。

@ジャンポシャボン宝そ採って蓋Iまう。

@みんなの訟~tì;をロボツト蓄が諭輩、議車を
プリントしてくれるよ。

メ、i和Iffiい，ん
:ts 

ロケットや事酋のことや、 1仏 語 .

t.l'のこと恕どもっと謹百年を鎮めよう。

@藍ぃ弱もお古毛t5Iで蕗ち主げるテコゃ!ii
恥髄"，1*;査しよう。

@プリズム蕊レンズを護って淀の話器、

段舗を議べよう。

@芸はモールス進言って晶ってるかな?
門い 叩

2古田モールスを僅って「トンツーJ

「トン・ツー」と益達しあえるよ。

病原性大腸菌 0-157の電子顕微鏡写真

〆ルジ日ぷ

家塵の新築@増築

の購出のお願い

調

諮

問

顕

輔

の

¥

¥
水
と
自
然
に
ふ
仇
お
う
¥

摺
沼
水
質
浄
化
対
策
協
議
会
(
菅
原
田
ダ
ム
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

繭
会
長
)
で
は
、
酒
沼
及
ぴ
摺
沼
川
周
飯
田
ダ
ム
は
、
多
目
的
ダ
ム
と
し
て

辺
の
環
境
美
化
と
水
質
浄
化
運
動
の
推
総
貯
水
量
2
2
4
万
ト
ン
。
県
広
域
水

進
を
図
ろ
う
と
、
去
る

7
月
山
日
夏
海
道
の
貴
重
な
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て

小
の
児
童

(
4
・
5
年
生
却
名
)
が
参
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ム
周
辺
に
は
公

加
し
、
掴
沼
川
上
流
の
水
質
観
察
と
飯
園
、
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
き
れ
い
な

水
と
震
か
な
自
然
環
境
の
中
、
た
く
さ

ん
の
魚
や
鳥
た
ち
が
生
息
。
子
供
達
は

こ
う
し
た
自
然
が
保
全
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

見
尚
子
会
の
後
、
山
び
こ
の
郷
(
七
会

村
)
で
野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
流
れ
る

プ

l
ル
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

今
回
の
見
学
会
で
、
子
供
達
は
き
れ

い
な
水
や
豊
か
な
自
然
を
守
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
、
体
験
を
と
お
し
て

感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

及び滅失(駒壊し)

町
で
は
、
平
成
9
年
度
に
固
定
資
産

税
の
課
税
明
細
書
(
土
地
及
ぴ
家
屋
の

内
訳
)
を
送
付
す
る
た
め
に
、
平
成
7

年
度
よ
り

8
年
度
の

2
ヶ
年
に
お
き
ま

し
て
、
町
内
す
べ
て
の
建
物
(
物
置
等

付
属
家
も
含
む
。
)
に
つ
い
て
調
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
台
帳
を
整
備
い
た

し
ま
し
た
。
御
協
力
あ
り
が
と
っ
ご
ざ

い
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
7
年
1
月
以

降
建
物
に
変
化
(
新
築
・
増
築
又
は
取

り
壊
し
等
。
)
の
あ
る
場
合
は
、
町
役

場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

間
合
せ
先
税
務
課
土
地
家
屋
調
査
係

円

L
n
hリ
ヴ
d
i
l
l
巳
d
1
1
1
i
1
i

(
内
線
1
4
7
・
1
4
8
)

会 社 も 、 お庖も、学校も、病院も。

事業所@企業

| 平成B年10月1日(火)

9月下旬から調査員がお伺いします。

叩
月
1
日
現
在
で
、
平
成
8
年
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
が
全
国
で
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
統
計
法
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計

調
査
の
一
つ
で
、
事
業
所
や
企
業
の
基
本
的

な
構
造
を
全
国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、
全
毘
す
べ

茨城県総務庁統計局
輔醐斑理事翻E若宮盟理ヨ・

泊l、組!元、£崩事主語通、恕どの

長議:ott益面みを議べてみよう。

@宏司ほと出関t~iI!:-ト舗に霊能
@ロポットを操離して宋来都市にエネルギーを

供給する「エネルギーミックスゲーム」。

erみえる議Jで芥か5鼻えない箪をのぞい

てみよう。

@お問合せ大洗町企画課まで TEL.029-267-5111(代)

て
の
事
業
所
を
対
象
に
し
た
調
査

で
す
。こ

の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
や
施
策
を
立
案
す
る
際

に
、
貴
重
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

9
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調

査
票
の
記
入
を
お
願
い
に
、
各
事

業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
下
さ
い
。
お
答
え
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
を
作
成
す
る
だ
け

に
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
の
用
途
に

使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
に
対
す
る
問
合
せ
は
、

町
企
画
課
秘
書
広
報
公
聴
係

宮

2
6
7
1
5
1
1
1

(
内
線
2
2
7
)
ま
で
。

六
日
げ
よ

…
九
税
法

…

f
h
F
1酔



らあ (6) 第297号L、

大
洗
町
長
選
挙
は
、

9
月
打
日
闘
に

告
示
さ
れ
、

9
月
泣
臼
冊
に
投
票
が
行

わ
れ
ま
す
。

。
投
票
の
で
き
る
方
は
・
.

満
却
歳
以
上
(
昭
和
日
年
9
月
お
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
、
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上

(
平
成
8
年
6
月
日
日
以
前
か
ら
)
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

。
投
票
時
聞
は
・
・
.

午
前
フ
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で
す
。

おお

日
敬
老
会
パ
ス
送
迎
に

つ
い
て

1

平成8年9月58

敬
老
会
の
当
日
は
、
次
の
と
お
り
送

迎
パ
ス
を
道
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。

な
お
、
敬
老
の
日

(
9月
日
目
)
は

各
ご
家
庭
で
、
老
人
を
ご
慰
労
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
敬
老
会
送
迎
パ
ス
時
刻
袈
日

一
号
車
岡
野
商
庖
先
T
字
路

(8--

却
)
i成
田
i
松
川
集
会
所
i
神
山

(
8
・必
)
i会
場

A
V
入
場
券
は
・
・
・

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
い
た
し
ま

す
。
当
日
投
票
所
へ
行
く
際
に
は
、
入

場
券
と
投
票
所
の
確
認
を
お
忘
れ
な

ノ
色
、⑪

「
不
在
者
投
票
」
の
ご
利
用
を
グ

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー

に
行
く
、
な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票
で

き
な
い
場
合
は
、
「
不
在
者
投
票
L

と
い

う
方
法
で
投
票
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
不
在
者
投
E
F
の
で
き
る
期
間
は

9
月
口
日
仰
か
ら
紅
白
出
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
毎
日
、
午
前
8
時

却
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
役
場
1
階

住
民
ホ
l
ル
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
不
在
者
投
票
」
を
さ
れ
る

際
は
、
必
ず
ご
本
人
が
、
入
場
券
と
印

鑑
を
持
っ
て
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
(
入
場

券
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、

「
不
在
者
投
票
し
が
で
き
ま
す
。
)

A
V
こ
ん
な
不
在
者
投
票
も
・
-

お
体
の
不
自
由
な
方
は
郵
便
で
、
入

院
さ
れ
て
い
る
方
は
病
院
で
の
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
不
在
者
投
票
の
で
き
る
条
件

が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

⑮
問
い
合
わ
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
役
場
総
務
課
内
)

官
加
1
5
1
1
1

二
号
車
矢
場

(
8
・・却
)
1農
業
会
館

ー
大
貫
橋
1
船
渡

(
8
・・訪
)
j
会
場

一
一
一
号
車
前
原
住
宅

(8EE
却
)
j
諏
訪

神
社
1
中
宿
パ
ス
停
j
岡
山
石
油
底

前

(
8
・・叫
)
j
関
東
銀
行
前
1
会
場

五
号
車
三
号
車
に
同
じ

大
号
車
平
戸
橋
バ
ス
停

(
8
・-
m
)
j

出
茨
交
デ
!
リ
!
前
i
会
場

七
号
車
宗
五
郎
商
庖
前

(
8
-
-
m
)
i

角
沼
前
i
会
場

八
号
車
祝
町
小
学
校
前

(8--
却
福

祉
パ
ス
)

j
松
ケ
丘
住
宅
j
明
治
記

念
館
1
会
場

※
(
全
車
折
り
返
し
運
転
予
定
)

平
成
同
盟
器
眠
時
立

平
成
9
年
度
大
洗
町
立
幼
稚
園
の

入
額
児
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま

す。
入
国
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方
は
、

当
該
幼
稚
園
に
入
国
願
書
を
直
接
提
出

し
て
下
さ
い
。
(
願
書
は
、
各
幼
稚
園
及

び
教
育
委
口
貝
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
)

ま
た
、
申
込
者
が
募
集
人
員
を
こ
え

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
っ
て
決
定
い
た

し
ま
す
。

O
募
集
人
員
及
び
対
象
者

夏
海
幼
稚
園

5
歳

児

加

入

祝
町
幼
稚
園

4
歳

児

加

入

(
2
年
継
続
保
育
を
原
則
)

磯
浜
幼
稚
関

5
歳
児

ω人

※
4
歳

児

平

成
4
年
4
月
2
日
i

第

2
回

大
講
理
一
一
ユ
ー
ス
端
iwJ

ま
つ
野
馨
-
加
費
轟
轟

ニ
ュ
ー
ス
ポ

l
ツ
は
、
基
本
的
な
ル

ー
ル
さ
え
覚
、
え
れ
ば
簡
単
に
始
め
ら
れ

る
新
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
年
齢
や

ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

安
全
に
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
洗
町
で
は
、
第
2
回
ニ
ュ
ー

ス
ポ

I
ツ
ま
つ
り
を
「
体
育
の
日
」
に

実
施
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
回
目
月
刊
日
(
体
育
の
日
)

午
前
9
時
試
合
開
始

予
定
種
目
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

申
込
方
法

9
月
幻
自
(
金
)
ま
で
に
中

央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

(
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
当
日
受
付
)

※
申
込
み
問
い
合
せ
は
、
生
涯
学
習
課

宮
町
!
0
2
3
0
へ

間
関
臨
ん
薮
募
集
/

平
成
5
年
4
月
1
日
生

平
成
3
年
4
月
2
日
j

平
成
4
年
4
月
1
日
生

叩
月
1
日
(
火
)
j
m
月

9
日
(
水
)

O
諸
経
費
(
参
考
・
:
平
成
8
年
度
)

入
園
料

2
、
0
0
0円

保
育
料

4
、
0
0
0円
(
月
額
)

給
食
費

4
、
0
0
0円
(
月
額
)

そ
の
他
教
材
費
・
園
児
服
・
遊
び

着
・
パ
ッ
ク
・
帽
子
等

o
問
い
合
せ
先

教
育
委
員
会

夏
海
幼
稚
園

祝
町
幼
稚
園

磯
浜
幼
稚
園

※
ら
歳
児

O
募
集
期
間

宜3l'霊堂笠3l'霊3l'

172;72:717 

購

入

を

自
分
た
ち
の

子
で
/

成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

町
で
は
、
思
い
出
深
い
成
人
式
を
演

出
す
る
た
め
の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す。
心
に
残
る
式
典
づ
く
り
に
、
二
十
歳

の
記
念
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
?
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご

連
絡
下
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

品
開
申
込
み
先
・
問
合
せ
先

町
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

官

2
6
7
1
0
2
3
0

町の人口と世帯
(8月|日現在)

人口 20，551人(+9) 
男 10，148人 (-11)

女 10，403人(-2) 

世帯数 6，566戸(+7) 
転入 21人転出 20人
出生 O人死亡 2人

ん
及
、
ぴ
子
宮
が
ん
検
診
の

吻
お
知
ら
せ

左
記
に
よ
り
、
胃
が
ん
及
び
子
宮
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

6
月
に

行
わ
れ
た
検
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
今
回
、
是
非
受
診
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〈
胃
が
ん
検
診
V

検

診

目

印

月

9
日
(
水
)

受
付
時
間
午
前
6
時
却
分
j
午
前
8

時
ま
で

検
診
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
判
歳
以
上
の
方
(
平
成
9

年
3
月
紅
白
ま
で
に
刊
歳
に

な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

申
込
方
法

9
月
幻
日
(
金
)
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
〔
先
着
剖
名

(
1
日
)

で
締
切
と
い
た
し
ま
す
〕

盟
加
i
5
1
1
1
⑪
1
2
4

〈
子
宮
が
ん
検
診
〉

検
診
日
目
月
口
日
(
木
)

受
付
時
間
午
後
口
時
却
分
1
午
後
1

時
却
分
ま
で

検
診
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
却
歳
以
上
の
女
性
(
平
成

9
年
3
月
白
日
ま
で
に
却
歳

に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

申
込
方
法
叩
月
4
日
(
金
)
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
下

さ
い
。
〔
先
着

m名
(
1
日
)

で
締
切
と
い
た
し
ま
す
〕

盟
加
1
5
1
1
1
⑮
1
2
4

一
日
常
語

↓
 

F三大洗文化センタ一行事予定表(号/13-29) (H. 8. 8. 9現在)

主 入場方法催開催場所
#司

令~内事催開始時間s 催開

関係 者大洗町役場福祉課ホールぷ〉、
コ弐老敬度年8 成平10 : OO~ 9月13(金)

関係 者

関係 者

有 料ラル鞠目立センホール;!j、ン勺ア

よ71ふ|ふ|み
善三

鑑
市

L>. 

"" 
水戸地区交通安全協会

国

保

協言皇民本日
大会 議室
中会議室

大会議室

9 : OO~ 

9 : OO~ 

一部10: 30一
二部12: 30~ 

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター (~266-2442) へお問い合わせ下さい。

芋L

児

{ 

刃三

運転免許更新時講習会

映

三

種

混

合

接

種

験

映

10 
/ 

休:)2 

一
二
一
種
混
合
接
種

試

上

印
/
/
附

母

親

教

室

①

間

吾刃
防白i、言喜民9月14(土)

9月17(火)

9月29(日)

10 
/ 

伺)7 

母

子

10 
/ 

伺)7 

離

乳

食

教

室

10 
/ 
ω8 
経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

55131lふ
母

親

教

室

②

風

し

ん

接

種

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

名

本目

言長

健

診

布百

談

機
能
囲
復
訓
練

午
前
の
部
訓
練(

午
前
9
時
j
午
前
日
時
)

9
月
日
臼
(
火
)

9
月
初
日
(
金
)

9
月
M
日
(
火
)

9
月
幻
自
(
金
)

日
月
4
日
(
金
)

叩
月
8
日
(
火
)

---食欲不振に香辛料---

食
欲
が
減
退
す
る
夏
、
ぴ
り
っ
と
香
辛
料
を
き

か
せ
た
料
理
だ
と
、
つ
い
手
が
出
て
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
食
欲
が
す
す
む
も
の
で
す
。
芳
香
や

辛
み
を
も
っ
た
も
の
は
、
味
覚
を
刺
激
し
、
反
射

的
に
唾
液
や
間
同
液
な
ど
の
分
泌
を
き
か
ん
に
し
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
胃
腸
の
運
動
を
、
つ
な
が

し
、
間
接
的
に
消
也
吸
収
を
助
け
る
の
で
、
食
欲

を
増
進
さ
せ
る
効
果
を
も
っ
て
い
ま
す
。

。
カ
レ

l
粉
は
香
辛
料
の
代
表
格

香
辛
料
と
い
う
と
、
最
も
広
く
使
わ
れ
て
い
て
、

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
が
カ
レ

l
粉
で
し
ょ
う
。
こ

れ
は
、
唐
辛
子
、
生
美
、
月
桂
樹
の
葉
、
こ
し
よ
う
、

サ
フ
ラ
ン
、
タ
イ
ム
、
う
こ
ん
な
ど
二
十
種
以
上

の
香
辛
料
を
混
ぜ
て
作
っ
た
混
合
香
辛
料
で
す
。

焼
け
つ
く
よ
う
な
暑
さ
の
国
イ
ン
ド
で
、
さ
か

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
る
こ
と
で

立せ

象

(金沢 5区)
みさき

畑中実幸ちゃん

(l歳10ゲ月)

老
人
医
療
受
給
券
新
規
交
付
者

生
後
3
ヵ
月

j
4
ヵ
月
の
乳
児

生
後
6
ヵ
月
1
7
ヵ
月
の
乳
児

生
後
3
ヶ
月
j
M別
ヵ
月
の
乳
幼
児

生
後
3
ヶ
月
j
m刊
ヵ
月
の
乳
幼
児

妊
娠
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

母
親
及
ぴ
乳
幼
児

生
後
3
ヵ
月
i
卯
ヵ
月
の
乳
児
及
び
母
親

生
後
3
ヵ
月
j

川
町
ヵ
月
の
乳
幼
児

妊
娠
6
ヵ
月
j
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

生
後
ロ
ヵ
月

j
ω
ヵ
月
の
幼
児

生
後

3
ヵ
月

iω
ヵ
月
の
乳
幼
児

品
官

受
付
実
施
時
間

9
時
初
分

1

日
時
初
分

1
時
∞
分

i

2
昨
吋
∞
分

1
時
日
分
1

2
時
日
分

1
時
日
分
i

2
時
お
分

日
時
∞
分
i

江
昨
吋
刊
剖
分

9
時
初
分
i

日
比
吋
初
分

日
時

ω分
i

-
待
∞
分

1
時
日
分
i

2
時
間
以
分

1
時
初
分
1

3
時
初
分

1
時
日
分
1

2
時
日
分

l
時
日
分

1

2
時
日
分

日
月
日
日
(
金
)

日
月
日
日
(
火
)

午
後
の
部
訓
練(

午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

m月
1
日
(
火
)
理
学
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

国
復
訓
練
が
必
要
な
方

※
雨
天
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。

内
科
医
診
察
指
導

-)よ、フ。
ま
た
、
古
く
か
ら
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
、
か

ら
し
、
わ
さ
び
、
さ
ん
し
よ
う
、
生
美
、
七
味
唐

辛
子
な
ど
は
、
日
本
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
香
辛

料
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

夏
パ
テ
、
な
ん
て
一
言
葉
と
今
年
は
サ
ヨ
ナ
ラ
し

て
、
香
辛
料
や
夏
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
、
ヘ

ル
シ

l
料
理
で
、
残
暑
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う

。
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